
                                資料４ 

「小さな拠点づくり」モデル地区の取組について

１．制度概要 

・ 特に人口減少が進んだ地区において、複数の公民館エリアの

連携により生活機能を確保 

・ 「小さな拠点づくり」の取組の波及に向けたリーディングケ

ースを創出 

・ 市町村への提案公募により、モデル地区を選定し、その取組を

重点的に支援(令和６年度まで) 

【令和元年度選定地区】 

安来市(比田地区・東比田地区) 

江津市(長谷地区・市山地区・川戸地区・谷住郷地区・川

越地区) 

邑南町(阿須那地区・口羽地区) 

    ※２地区程度を追加公募中(応募締切：10月末) 

２．新型コロナウィルス感染症による影響など 

・ 取組に向けた地域での話し合いができにくい 

・ 先進地視察や対面での議論の延期 

・ 現在は、いずれの地区でも着手しており、少しずつ取組が開始

されている状況 

令 和 ２ 年 ９ 月 ３ ０ 日
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・ デマンド交通の範囲
拡大

・ 住民アンケートを実施
・ 運行頻度や受付体制など運営方法を
検討

・ 交通結節点やデマン
ド交通の受付などが
できるよう既存施設を
改修

・ 視察先を決定（岡山県阿波村、
広島県川西地区）

・ 先進地視察を踏まえ、施設改修の基
本計画を作成

・ 配食サービスの実施
に向け既存施設を改
修

・
・
住民アンケートを実施
配食サービス試行を検討中

・
・
試行の実施と運営体制の構築
施設改修内容の詳細を検討

・ 冬期一時居住施設整
備

・
・
住民アンケートを実施
視察先を決定（飯南町、奥出雲
町）

・
・
整備地の選定・調整
冬期以外の利用方法を検討

・ 移動販売の実施
・
・
住民アンケートを実施
視察先を決定（山口県、奈良
県）

・ 運営方法及び移動販売車両の仕様を
検討

・ 助け合いネットワーク
づくりや避難訓練の
実施

・
・
視察を実施(出雲市須佐地区)
ハザードマップ作成に向け、GIS
操作講習会を開催

・

・

支え合いの仕組みづくりに向けた研修
会の開催
防災士の養成

・ 防災士の育成 - ・ 防災士となる人材の発掘・育成

・ 小学校と協働で体験
合宿などをとおした人
づくり

-
・ コロナの影響により見送った体験合宿
の代替行事を小学校と検討

高
齢
者
生
活
支
援

自
主
防
災
機
能
強
化
支
援

３．「小さな拠点づくり」モデル地区　各地区の現状

取組内容 現在の状況 今後の予定

地
域
交
通
支
援

安来市 (比田・東比田)

890 875 843 828
789 769 745 746 716 710

387 369 361 354 343 324 319 312 301 302
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比田 東比田

◆ 主要推進組織 比田地区小さな拠点づくり推進協議会

◆ 人口推移

(人)

◆ 主な取組状況

※住民基本台帳より
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・ 各自主防災組織の連
携体制の構築

・
・
川戸地区で防災訓練の実施
防災の専門家と連携し、具体的
な取組内容を検討

・

・

継続的に専門家の助言を仰ぎつつ、
地区ごとの防災課題に応じた研修等
の実施
住民、各地区相互の情報共有を図る
ため、災害時の行動を可視化

・ 地区防災計画を策定
・ 主要推進組織内に防災部会を
設置し具体的取組の検討を開
始

・ 防災計画策定に向けて、各地区の詳
細な状況把握

・ 防災備品等整備
・ 地域と市で備品整備や関係個
所の改修などについて検討を開
始

・ 備品や施設要改修箇所の要望整理

・ 防災リーダー養成
・ 防災リーダーの募集方法や在り
方などの検討を開始

・ 防災リーダー人材の確保

・ 川越地区防災・避難
拠点センターを整備

・
・
他地区の防災センターを視察
設計協議・地区説明会を実施

・ 地域と市で詳細な機能や運用方法に
ついて協議

・ UIターン・多世代居住
の促進

・

・

空き家改修、多世代住居改修の
補助金要綱を策定
空き家改修PRチラシ作成

・ 補助制度活用に向けた情報発信

・ 空き施設を地域交通
の待合、学習指導ス
ペースなどに改修

・ 空き施設改修内容の検討・図面
の作成(桜江サロン)

・ 改修実施と活用に向けた情報発信(12
月開所予定)

・ 移動販売の検証
・ 移動販売事業関係者と検討開
始

・ 関係団体との調整

・ 高齢者と子どもの交
流事業を実施

・ 上記桜江サロンを拠点にした活
動内容を検討

・ 桜江サロンの周知

現在の状況 今後の予定

地
区
防
災
体
制
構
築

若
年
世
代
の

定
住
促
進

高
齢
者
の
生
活

利
便
性
向
上

取組内容

江津市 (長谷・市山・川戸・谷住郷・川越)

◆ 主要推進組織 さくらえ地区小さな拠点推進協議会

◆ 人口推移

(人)

◆ 主な取組状況

335 324 325 307 299 295 290 274 271 269

851 845 828 817 796 794 773 759 743 722

601 592 611 576 581 562 546 537

536 520

528 505 484 489 473 457 442 442 420 415

689 677 664 649 632 618 594
548
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長谷 市山 川戸 谷住郷 川越

(人)
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羽
須
美
地
域

の
実
施
計
画

策
定

・ 両地区で連携して交
通、高齢者福祉など
の実現に向けた実施
計画策定

・
・
住民ワークショップを実施
モデル地区の取組について広
報紙を全戸配布

・ 実施計画づくりの中心となる専門部会
を立ち上げ

・ 両地区にバスターミナ
ルを備えた交通拠点
を整備

・ 上記実施計画づくりで検討中 ・ 詳細な整備計画を策定

・ デマンド交通の予約・
配車システムの開発
と、貨客混載の仕組
みの検討

・

・

予約・配車システムについて、
町と民間企業とで「共同研究協
定」を締結
システム実証実験を開始

・ 実証実験を踏まえたシステム開発

・ 民間企業と連携した
日用品販売やネット
通販代行サービス等
による買い物支援

・ 連携先企業と手法検討を開始 ・ 日用品販売を試行

・ 支障木を活用した小
型木質バイオマス施
設の導入

・ 上記実施計画づくりで検討中 ・ 設備の仕様決定

・ 高齢者の滞在拠点を
整備し、入浴・食事
サービスの実施

・ 上記実施計画づくりで検討中 ・ 詳細な整備計画の策定

・ 除草、除雪等の生活
支援サービスの実施

・ 上記実施計画づくりで検討中 ・ 検討を踏まえ、地元NPOに事業委託

・ 関係人口と地域住民
による生活機能確保
に向けた課題解決の
仕組みづくり事業を支
援

・ 町が補助要綱を策定し募集開
始

・ 随時提案募集・採択

・ 空き家活用に関する
相談窓口の設置、講
習会･個別相談会等
の実施

・ 地元NPOにより空き家調査の実
施や相談受付体制を構築中

・ 相談窓口の開設

デ
マ
ン
ド
交
通
の
充
実
と

買
い
物
支
援

困
り
ゴ
ト
解
決
サ
ー

ビ

ス
の
実
施
体
制
構
築

関
係
人
口
の
発
掘
と
相
談

体
制
構
築

取組内容 現在の状況 今後の予定

邑南町 (阿須那・口羽)

◆ 主要推進組織 はすみ会議

◆ 人口推移

◆ 主な取組状況

864
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(人)
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市町村 地区 主な取組内容 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

デマンド交通の範囲拡大

交通結節点やデマンド交通の受付などができるよう
既存施設を改修

配食サービスの実施に向け既存施設を改修

冬期一時居住施設整備

移動販売の実施

助け合いネットワークづくりや避難訓練の実施

防災士の育成

小学校と協働で体験合宿などをとおした人づくり

600 16,900 90,600 15,100 5,100

各自主防災組織の連携体制の構築

地区防災計画を策定

防災備品等整備

防災リーダー養成

川越地区防災・避難拠点センターを整備

UIターン多世代居住の促進

空き施設を地域交通の待合、学習指導スペースなど
に改修

移動販売の検証

高齢者と子どもの交流事業を実施

9,450 10,310 110,650 9,010 10,580

羽
須
美
地

域
の
実
施

計
画
策
定

両地区で連携して交通、高齢者福祉などの実現に
向けた実施計画策定

両地区にバスターミナルを備えた交通拠点を整備

デマンド交通の予約・配車システムの開発と、貨客
混載の仕組みの検討

民間企業と連携した日用品販売やネット通販代行
サービス等による買い物支援

支障木を活用した小型木質バイオマス施設の導入

高齢者の滞在拠点を整備し、入浴・食事サービスの
実施

除草、除雪等の生活支援サービスの実施

関係人口と地域住民による生活機能確保に向けた
課題解決の仕組みづくり事業を支援

空き家活用に関する相談窓口の設置、講習会・個別
相談会等の実施

13,900 75,400 43,400 2,800 2,000
町事業費(単位：千円　※令和３年度以降は予定)

合計　：　137,500　千円

邑南町

市事業費(単位：千円　※令和３年度以降は予定)
合計　：　150,000　千円

江津市

長谷
市山
川戸
谷住郷
川越

阿須那
口羽

地
域
交
通

支
援

高
齢
者
生
活

支
援

自
主
防
災
機
能

強
化
支
援

市事業費(単位：千円　※令和３年度以降は予定)
合計　：　128,300　千円

安来市 比田
東比田

地
区
防
災
体
制
構
築

若
年
世
代
の

定
住
促
進

高
齢
者
の

生
活
利
便

性
向
上

デ
マ
ン
ド
交
通
の

充
実
と

買
い
物
支
援

困
り
ゴ
ト
解
決

サ
ー

ビ
ス
の
実

施
体
制
構
築

関
係
人
口
の

発
掘
と
相
談

体
制
構
築

設計 施設整備先進地視察

試験運行 本格運行

住民アンケート・事例調査

運用

防災士の育成

防災リーダーの養成

施設整備

運用施設改修

備品整備等

専門部会立ち上げ・検討

車両購入等 移動販売試験実施

実施計画策定 計画進捗管理・推進

資源調査

本格実施

実証実験 運用システム開発

民間企業と調整・試行

場所の調整 施設改修 運用

町補助要綱策定・随時募集・採択

資機材の購入 サービス実施

移動販売本格実施

住民アンケート・地元調整

配食サービスを試行 施設改修 配食サービス実施

運営計画作成 設計 施設整備 運用

住民アンケート・事例調査 運用計画の作成 車両購入・車庫整備 移動販売実施

事例調査・研修会の開催 ハザードマップ作成・助け合いネットワークの構築・避難訓練の実施

体験活動・通学合宿の実施体験内容の検討

活動内容の検討 活動実施

民間事業者と検討・詳細な住民ニーズ把握

補助制度創設・
募集開始

随時採択・空き家活用促進

先進地視察・地元調整・研修会の開催 運用

地元調整・整備開始

計画策定 計画の周知と推進

専門家と連携し現状把握 合同避難訓練・研修会等の実施

設備仕様を検討 施設整備 運用

運営体制構築 施設改修・運用開始 運用

空き家調査 相談窓口の開設・運用

４．各地区の取組スケジュール
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